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血清分離剤が溶け出していたり、水滴状のものが付いていたりする採血管
を使っても大丈夫ですか。

� お問合せ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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ゃっちボールき

　メーカーに詳細な調査をしてもらい確認したところ、検査データに影響する
ことはなく、通常どおりにご使用いただけるということでした。
（※ただし、使用期限内に限る）

　メーカーによると、血清分離剤は室温保存
で₁年以上の安定性が確保されているそう
ですが、熱が加わるとその溶解が発生するこ
とがあるようです。
　また、採血管内面の血液付着を少なくする
ためにコート剤を噴霧するそうですが、噴霧
を繰り返しているとノズルに結露したコート
剤が水滴状に付着する場合もあるようです。
　現時点では、上記のような事象を完全に抑制することは難しいという回答を
メーカーから受けております。

　当検査センターでは平成26年₈月に組織再編が行われ、業務渉外課D.I.（データイン
フォメーション）係から営業課コールセンターへと名称が変わりました。これまでと同
様、当検査センターの窓口として、さまざまな問合せ、物資注文、集荷依頼など承って
おりますので、お気軽にお申し付けください。
　また、検査についてのお問合せ、検査結果の解釈、質問などにつきましては、検査部
門と連携を図りながら、きめ細かく対応し、迅速かつ正確にお答えできるよう心がけて
おります。
　今後とも医療機関様に役立つ情報を発信してまいりたいと思っておりますので、ご指
導のほどよろしくお願いいたします。� 田中 洋子（営業課コールセンター係長）
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